
資料５

件名・議案 提案者
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係につ

いては概要を記載）
説明者

Ⅰ　審議事項

１．提言等関係

提案1

報告「電気電子工学
の新たな方向性」に
ついて日本学術会議
会則第２条第４号の
「報告」として取り
扱うこと

電気電子
工学委員
会委員長

別添1-1
別添1-2

電気電子工学委員会において、報告
をとりまとめたので、関係機関等に
対する報告として、これを外部に公
表したいため。
※第三部査読

電気電子
工学委員
会/
吉田委員
長、波多
野幹事

提案2

提言「知的生産者の
公共調達に関わる法
整備-会計法・地方
自治法の改正-」に
ついて日本学術会議
会則第２条第３号の
「提言」として取り
扱うこと

法学委員
会、経済
学委員
会、土木
工学・建
築学委員
会委員長

別添2-1
別添2-2

法学委員会・経済学委員会・土木工
学・建築学委員会合同知的生産者の
公共調達検討分科会において、提言
をとりまとめたので、関係機関等に
対する提言として、これを外部に公
表したいため。
※第三部査読

知的生産
者の公共
調達検討
分科会/
仙田委員
長、福井
副委員長

提案3

報告「高等学校の生
物教育における重要
用語の選定につい
て」について日本学
術会議会則第２条第
４号の「報告」とし
て取り扱うこと

基礎生物
学委員会
委員長
統合生物
学委員会
委員長

別添3-1
別添3-2

基礎生物学委員会・統合生物学委員
会合同生物科学分科会及び基礎生物
学委員会・統合生物学委員会合同生
物科学分科会において、報告をとり
まとめたので、関係機関等に対する
報告として、これを外部に公表した
いため。
※第二部査読

生物科学
分科会/
中野委員
長、
生物科学
分野教育
用語検討
小委員会
/
園池委員

提案4

報告「自然史財の選
定と登録」について
日本学術会議会則第
２条第４号の「報
告」として取り扱う
こと

基礎生物
学委員会
委員長
統合生物
学委員会
委員長

別添4-1
別添4-2

基礎生物学委員会・統合生物学委員
会合同自然史財の保護と活用分科会
において、報告をとりまとめたの
で、関係機関等に対する報告とし
て、これを外部に公表したいため。
※第二部査読

自然史財
の保護と
活用分科
会/
岸本副委
員長、西
田幹事

提案5

提言「我が国の大学
等キャンパスデザイ
ンとその整備システ
ムの改善にむけて」
について日本学術会
議会則第２条第３号
の「提言」として取
り扱うこと

土木工
学・建築
学委員会
委員長

別添5-1
別添5-2

土木工学・建築学委員会知的創造と
活動を喚起する環境としての大学等
キャンパスに関する検討分科会にお
いて、提言をとりまとめたので、関
係機関等に対する提言として、これ
を外部に公表したいため。
※第三部査読

知的創造
と活動を
喚起する
環境とし
ての大学
等キャン
パスに関
する検討
分科会/
仙田委員
長、上野
幹事

審　議　事　項
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提案6

提言「我が国におけ
る臓器移植の体制整
備と再生医療の推
進」について日本学
術会議会則第２条第
３号の「提言」とし
て取り扱うこと

臨床医学
委員会委
員長

別添6-1
別添6-2

臨床医学委員会移植・再生医療分科
会において、提言をとりまとめたの
で、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第二部査読

移植・再
生医療分
科会/
矢永委員

提案7

提言「広域災害時に
おける歯科医療提供
体制」について日本
学術会議会則第２条
第３号の「提言」と
して取り扱うこと

歯学委員
会委員長

別添7-1
別添7-2

歯学委員会において、提言をとりま
とめたので、関係機関等に対する提
言として、これを外部に公表したい
ため。
※第二部査読

歯学委員
会/
丹沢幹事

提案8

報告「持続可能な開
発目標(SDGs)の達成
に向けて日本の学術
界が果たすべき役
割」について日本学
術会議会則第２条第
４号の「報告」とし
て取り扱うこと

環境学委
員会委員
長

別添8-1
別添8-2

環境学委員会において、報告をとり
まとめたので、関係機関等に対する
報告として、これを外部に公表した
いため。
※第三部査読

環境学委
員会/
花木委員

２．協力学術研究団体関係

提案9

日本学術会議協力学
術研究団体を指定す
ること

会長 別添9
(1)

日本学術会議協力学術研究団体への
新規申込のあった下記団体につい
て、科学者委員会の意見に基づき、
指定することとしたい。
①産業応用工学会
※平成29年9月15日現在2,015団体
（上記申請団体を含む）

向井副会
長

提案10

公開シンポジウム
「高度経済成長期＜
日本型システム＞か
ら何を学ぶか」

社会学委
員会委員
長

別添9
(2-6)

※p.2-4
概要説

明

主催：日本学術会議社会学委員会
フューチャー・ソシオロジー分科会
日時：平成30年1月27日(土)
　　　13:30～16:30
場所：日本学術会議講堂
※第一部承認

－

４．シンポジウム等（第23期中開催）

提案11

公開シンポジウム
「アジアの地域協力
発展に向けて―不安
定化をどう克服する
か」

地域研究
委員会委
員長

別添9
(7-8)

主催：日本学術会議地域研究委員会
アジアの地域協力の学術的ネット
ワーク構築分科会
日時：平成29年9月21日(木)
　　　13:00～15:00
場所：青山学院大学総合研究所ビル
12階大会議室（国際会議場）
※第一部承認

－

３．学術フォーラム及び土日祝日に講堂を使用するシンポジウム等
  　【平成29年度第４四半期】
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５．シンポジウム等（第24期開催）

提案12

公開シンポジウム
「持続可能な社会づ
くりに向けた地理教
育の充実－SDGs実現
における教育の役割
－」

地域研究
委員会委
員長

別添9
(9-10)

主催：日本学術会議地域研究委員
会・地球惑星科学委員会合同地理教
育分科会
日時：平成29年11月4日(土)
　　　13:00～17:00
場所：東京大学教養学部12号館2階
1225教室
※第一部、第三部承認

－

提案13

公開シンポジウム
「遺伝子組換え作物
と植物保護」

農学委員
会委員長

別添9
(11-12)

主催：日本学術会議農学委員会植物
保護科学分科会
日時：平成29年12月２日（土）
　　　13：00～17：30
場所：東京大学農学部2号館化学第一
教室
※第二部承認

－

提案14

公開シンポジウム
「第６回防災学術連
携シンポジウム
「2017年九州北部な
ど激甚化する豪雨災
害の合同検討会」
（仮案）」

土木工
学・建築
学委員会
委員長

別添9
(13-14)

主催：日本学術会議土木工学・建築
学委員会、防災学術連携体
日時：平成29年12月20日（水）
　　　10:00～17:00
場所：日本学術会議講堂
※第三部承認

－

提案15

公開シンポジウム
「脱タバコ社会実現
をめざしタバコ対策
の再構築を」

健康・生
活科学委
員会・歯
学委員会
委員長

別添9
(15-16)

主催：日本学術会議健康・生活科学
委員会・歯学委員会合同脱タバコ社
会の実現分科会
日時：平成29年11月1日（月）
　　　16:30～18:00
場所：鹿児島県歴史資料センター黎
明館
※第二部承認

－

６．国際関係

提案16

平成29年度代表派遣
について、実施計画
の追加及び派遣者を
決定すること

会長 別添9
(17)

平成29年度代表派遣について、実施
計画の追加及び派遣者を決定する必
要があるため。

花木副会
長

提案17

平成29年度フュー
チャー・アースに関
する基本方針に基づ
く、派遣会議及び会
議派遣者を決定する
こと

会長 別添9
(18-19)

平成29年度フューチャー・アースに
関する国際会議等への代表者の派遣
の基本方針に基づき、派遣会議及び
会議派遣者を決定する必要があるた
め。

※国際委員会9月14日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会9月6日承認

花木副会
長

提案18

「Future Earth
Disaster Risk KAN
Scoping Workshop
（Risk KAN会合）」
及び「持続可能な社
会のための科学と技
術に関する国際会議
2017」の共催及び外
国人の招聘について

会長 別添9
(20-24)

主催者からの要請に基づき、フュー
チャー・アース国際本部事務局を担
う学術会議として、「Future Earth
Disaster Risk KAN Scoping
Workshop（Risk KAN会合）」及び
「持続可能な社会のための科学と技
術に関する国際会議2017」を共催す
ることとし、運営の一部として、外
国人を招聘することとしたいため。

※国際委員会9月14日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会9月6日承認

花木副会
長
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提案19

「World Science
Forum2017セッショ
ンNexus and
Security of
Natural Resources
Towards a Peaceful
Future」の外国人の
招聘について

会長 別添9
(25)

ヨルダンで開催される「World
Science Forum2017セッションNexus
and Security of Natural Resources
Towards a Peaceful Future」に外国
人を招へいすることとしたいため

※国際委員会9月14日承認

花木副会
長

７．後援

提案20

国際会議の後援をす
ること

会長 － 以下の国際会議について、後援の申
請があり、国際委員会において審議
を行ったところ、適当である旨の回
答があったので、後援することとし
たいため。

①国際会議「ドイツと日本における
人文・社会科学の存在感」
主催：ドイツ研究振興協会（DFG）
期間：平成29年11月13日(月)～11月
15日（水）（3日間）
場所：ドイツ文化会館（東京都港区）
参加予定国数： ４か国・地域
申請者：ドイツ研究振興協会（ＤＦ
Ｇ）日本代表部副代表　長谷　彩希

花木副会
長

②第５回国際北極研究シンポジウム
（ISAR-5）
主催：北極環境研究コンソーシアム
（JCAR）
期間：平成30年１月15日(月)～１月
18日（木）（4日間）
場所：一橋大学一橋講堂（東京都千
代田区）
参加予定国数：24か国・地域
申請者：北極環境研究コンソーシア
ム事務局長　兒玉　裕二

※国際委員会9月14日承認、同国際
会議主催等検討分科会9月6日承認

提案21

国内会議の後援をす
ること

会長 - 　以下の会議について、後援の申請
があり、関係する委員会に審議付託
したところ、適当である旨の回答が
あったので、後援することとした
い。

会長

①平成29年度日本獣医師会獣医学術
学会年次大会
主催：公益社団法人日本獣医師会
期間：平成29年2月10-12日
場所：別府コンベンションセンター
（大分県）
参加予定者数：約2,500名
申請者：公益社団法人日本獣医師会
会長　藏内　勇夫
※第二部承認

※次ページにその他事項あり
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Ⅱ　その他

資料

１． 参考１
別紙

２． 参考２今後の幹事会開催予定
　次回は９月22日（金）13時30分開催※第23期最終回

件名

第24期への申し送り事項について
　委員会等の申し送りについて、現在の案をご説明。
　次回9/22幹事会にて最終承認予定。
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